
コロナ禍での留学準備について
コロナ禍での入国条件は日々変更が生じています。出発30日前を目安に最新情報をご案内しています。 
早めの準備をおすすめものもありますので、以下を参考にご準備をお願いいたします。

2022年1月15日以降、カナダ入国には「ワクチン接種証明」です。1回目と2回目の英文証明書をご準備ください。 
日々変更が出ておりますため、最新情報は厚生労働省のホームページからご確認をお願いいたします。

ワクチン接種証明の取得

● 厚生労働省｜新型コロナウイルス感染症　予防接種証明書（接種証明書）について
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_certificate.html

準備のタイミング ▶ なるべく早く

● 注意点

（1）ワクチン接種証明の取得方法には「書面交付」と「電子交付」があります。電子交付の場合、申請に「スマー 
　　  トフォン」と「マイナンバーカード」が必要です。お持ちでない方は早めのご準備をおすすめします。 

（2）スマホや書面の紛失時に備えて（可能であれば）どちらの証明書もご持参いただくのがおすすめです。 
　　（2022年3月時点では両発行が可） 

（3）カナダでも追加のワクチン接種が可能です。しかし帰国後の日本で、海外でのワクチン接種に対して、証明書 
　　  を発行することはできませんのでご注意ください。

SIMカードの事前入手 & 追加持ち物 入手のタイミング ▶ 日本出発の1週間以上前

● SIMカード（現地の電話番号）の事前入手

ArriveCANアプリの事前登録のため、出発前に「カナダの電話番号」が必要です。当社からお送りしております 
SIMカードをご利用いただきますか、インターネット等にて番号が付属されているSIMカードをご購入ください。

● 追加の持ち物（入国時）

・ワクチン接種証明書 
・入国時PCR検査の陽性時：隔離先の詳細（ホームステイの場合は確定時の詳細資料）

・ArriveCAN の申請証明書（申請番号を印刷したもの）

その他、留学ハンドブックに記載している通常の持ち物も必要です。

● 追加の持ち物（留学生活）

・マスク、アルコール、体温計 
・ノートパソコンまたはタブレット（コロナの状況次第で、オンライン授業になることもあるため） 
・隔離中の生活用品（シャンプー、ボディソープ等）
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カナダ入国するためには「ArriveCAN」と呼ばれる健康管理アプリの「ダウンロード」と「申請提出」が必要です。 
入国の72時間以内に（72時間を切ってから）申請しましょう。

ArriveCAN（健康管理アプリ）申請提出

ダウンロードのタイミング ▶ なるべく早く 申請のタイミング ▶ カナダ入国の72時間以内
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● 申請前の準備

・パスポート 
・ワクチン接種証明 
・滞在先情報
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iPhoneアプリ Androidアプリ Webフォーム（英語）

・メールアドレス（カナダ入国後も使用可能なもの） 
・電話番号（カナダ入国後も利用可能なもの） 
・フライト情報（到着空港・フライト便名・到着日時）

● 出発前（申請の流れ）

（1）アカウント作成 
（2）渡航者の登録（パスポート・ワクチン情報の登録） 
（3）渡航情報の登録（渡航目的・フライト情報・カナダ電話番号 等） 
（4）自己隔離プランの質問回答 
（5）申請番号の保存と印刷 

（1）～（3）の日本語解説の準備はないため、必要な方は、Googleにて「ArriveCAN 書き方」とご検索ください。

● 到着後（報告の流れ）

万が一、隔離の対象となった場合、ArriveCANを通じて毎日の自己症状を報告します。 

【到着後の流れ】 
1. カナダ到着後、48時間以内にArriveCANからチェックイン手続き 
2. カナダ渡航後の隔離期間中、ArriveCANを通じて毎日の健康状態、症状を報告 

【体調報告の流れ】 
（1）登録しているメールアドレスに、毎日URL付きのメールが届きます。 
（2）URLからページにアクセス & ログイン（アプリに移動） 
（3）Complete your daily chick-in をクリックし、熱や咳、呼吸困難の症状について回答
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● 自己隔離プランの質問回答例

Do you have accommodation where you can quarantine for 14 days or possibly longer? 
14日間またはそれ以上に隔離できる宿泊先がありますか？ 
▶ YES（ホームステイやホテルで個室が予約できている場合） 

Can you avoid all contact with other people in the household with whom you did not travel and have no  
guests?   家にいる他の人との接触を避けられますか？ 
▶ YES（ホームステイやホテルで個室が予約できている場合） 

Will you have access to the necessities of life, including water, food, medication and heat without leaving 
quarantine?   隔離中は、食べ物、薬、その他必要な生活必需品を手に入れられますか？ 
▶ YES（ホームステイまたはデリバリーサービスを通じて生活必需品を確保できる場合） 

Are there at-risk people at the location where you plan to quarantine? 
隔離先にハイリスクの方はいますか？ 
▶ NO（事前確認の上、いない場合はNO） 

Is there a person at the location where you plan to quarantine who works or assists in a facility, home or 
workplace that includes at-risk populations?   隔離先に、リスクのあるような施設や職場で働く方はいますか？ 
▶ NO（事前確認の上、いない場合はNO） 

Is your place of quarantine a group living environment (e.g. group home or senior residence) or does it 
currently house different families?    隔離先は集団で暮らす施設ですか? 
▶ NO（ホームステイやホテルで個室が予約できている場合） 

隔離先の住所を入力 
▶ ホームステイの場合：「Staying with friends or family」を選択します。その後、住所を入力します。 

Are you or any of the travellers listed on this form experiencing any of the followig symptoms? 
次のような症状、熱や咳、呼吸困難感はありますか？ 
▶ NO（ない場合） 

最終確認 
▶ 間違いがある場合「Edit（編集）」を押して修正、問題ない場合は「SUBMIT（提出する）」を押します。 

申請番号を保存 
▶ 画面を印刷し、スクリーンショットでも保存しておきましょう。入国時に申請番号を提示することになります。
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カナダ入国時には、無作為（ランダム）で「PCR検査」が実施されています。 

もし到着時の空港にて、PCR検査に当たった場合も、検査結果が出るまでの自己隔離は不要です。 

万が一、陽性時には入国審査官の指示に従って行動いただきますようお願いいたします。通常、ホームステイ及び 
学生寮（個室）等での隔離が可能です。稀に入国審査官の判断によりホテル滞在を求められる事例があります。 

空港でのPCR検査は「Fly Clear」からのオンライン予約が可能ですが、ランダム実施のため事前予約は不要です。

カナダ空港でのPCR検査

予約のタイミング ▶ 不要
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● 入国審査時の追加質問

　通常の入国審査に加えて、以下の質問をされることがあります。 

・隔離期間中はどこに滞在するか？　 ▶ ホームステイ先また滞在先の住所を提示 
・滞在先は隔離されているか？　　　 ▶ 個室の場合「YES」 
・65歳以上の人が家庭にいるか　　   ▶ No（事前にご確認ください） 
・滞在先では食べ物は与えられるか　 ▶ ホームステイやデリバリーを利用できる環境の場合「YES」

検査のタイミング ▶ 入国当日

Fly Clear by LifeLabs 
https://www.lifelabs.com/flyclear/onarrival/

● 陽性時、緊急時はどうすればいい？

　万が一の緊急時には、空港送迎サービスの担当者または現地サポート窓口までご連絡ください。


